
金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

移
帥
押
す
。
故
に
今
春
龍
を
中
興
の
倒
組
と
す
。
夫
よ
り
五
世
瑞
窓
代
、

事
保
十
四
年
八
月
本
多
房
州
よ
り
寺
地
替
の
儀
被
=
申
渡
↓
依
v
之
同
年

九
月
及
a
出
願
二
銀
十
五
年
二
月
十
七
日
許
命
を
譲
り
、
中
夏
の
頃
今

の
地
に
移
柑
押
せ
り
。
奮
寺
地
は
百
姓
町
に
て
漸
く
二
百
七
十
歩
、
今

ー
の
地
は
千
二
百
歩
。
房
州
の
母
公
よ
り
本
堂
建
立
せ
ら
る
。
と
あ
り
。

右
萄
寺
地
は
百
姓
町
鹿
覚
寺
の
向
小
路
に
て
、
従
前
鹿
提
寺
の
川
上

た
る
河
内
屋
と
い
・
へ
る
商
家
の
邸
地
は
、
そ
の
か
み
法
然
寺
の
卵
塔

の
跡
た
り
と
て
、
後
々
ま
で
も
骨
瓶
た
ど
を
掘
出
せ
り
。
と
い
へ
り
。

叉
按
宇
る
に
、
改
作
所
奮
記
に
、
ね
い
と
一
式
ふ
女
放
火
し
た
る
第
め
、

寛
文
六
年
凶
月
十
六
日
法
然
寺
下
河
原
に
於
て
、
釜
煎
に
被
眉
仰
付
-

と
い
ふ
事
見
ね
た
り
。
右
の
ヶ
所
は
摩
川
下
仁
磁
の
謹
也
と
い
へ
れ

ば
‘
寛
文
の
頃
法
然
寺
は
犀
川
川
下
・
な
る
河
原
越
に
寺
あ
り
し
を
、

共
の
後
百
姓
町
へ
移
柑
押
し
、
享
保
十
五
年
に
再
び
川
上
今
の
地
へ
移

締
せ
し
に
や
。
但
し
川
下
に
寺
あ
り
し
事
は
、
寺
記
等
に
記
載
せ
・
ヂ

僻
承
の
と
と
も
た
し
と
ぞ
。

O
法
然
寺
第
師
堂

総
起
に
云
ふ
。
営
寺
中
興
関
山
容
龍
上
人
、
勢
州
阿
漕
浦
を
通
行
せ

し
に
、
海
中
に
光
あ
り
。
容
館
近
付
き
見
る
に
、
海
水
中
に
働
像
流

ぎ
れ
ど
、
法
然
寺
の
い
ま
だ
此
の
地
へ
来
ら
ざ
る
以
前
の
事
た
れ

ば
、
享
保
以
前
に
て
古
き
事
た
る
べ
し
o
寺
停
に
一
宮
ふ
o
享
保
十
五

年
此
の
地
濯
を
寺
地
と
成
し
た
り
し
頃
‘
此
の
墳
墓
此
の
地
に
あ
り

し
を
共
の
憧
に
た
し
、
寺
の
卵
塔
場
に
・
た
し
た
り
と
い
ひ
侮
へ
た

り
。
今
存
在
す
る
石
碑
は
、
南
無
地
蔵
大
菩
麓
と
彫
刻
す
る
の
み
に

で
、
年
競
等
を
記
載
せ
や
'
。
今
世
人
小
金
の
塚
と
呼
び
、
そ
の
墳
墓

に-建

τた
る
塔
婆
の
木
を
削
り
取
り
て
煎
じ
呑
め
ば
、
務
性
病
の
者

必
や
平
癒
す
と
て
、
所
望
す
る
者
多
し
。
故
に
絶
え
宇
寺
よ
り
塔
婆

を
建
立
す
と
。
卒
次
按
宇
る
に
、
文
久
二
年
に
上
梓
せ
る
宮
川
舎
漫

筆
に
、
江
戸
南
本
所
猿
江
慈
眼
寺
に
あ
る
比
翼
塚
は
、
明
和
六
年
に

情
死
せ
し
男
女
の
墳
墓
に
て
、
明
が
ら
す
比
契
塚
と
呼
べ
り
。
如
何

た
る
欝
に
や
、
近
頃
務
疫
の
病
に
此
の
壌
の
塔
婆
を
倒
り
用
ひ

τ験

あ
り
と
て
、
世
人
競
う
て
用
ふ
と
番
載
せ
た
り
。
此
の
外
に
も
備
か

L
る
事
あ
り
け
ん
。
叉
男
女
情
死
の
墳
墓
は
、
寓
葉
集
に
見
ゆ
る
葦

屋
蒐
名
目
魔
女
の
基
を
ば
濫
筋
と
す
べ
き
か
。
此
の
故
事
は
、
大
和

物
語
花
、
む
か
し
津
の
闘
に
す
む
女
あ
り
け
り
。
そ
れ
を
よ
ぽ
ム
男

二
人
た
ん
有
り
け
る
。
ひ
と
り
は
そ
の
固
に
す
む
男
.
姓
は
む
つ
ら

に
た
ん
あ
り
け
る
。
今
ひ
と
り
は
和
泉
の
園
の
人
に
怠
ん
あ
り
け

金
滞
古
瞭
志
巻
十
五

二
大

れ
寄
れ
り
。
則
引
揚
げ
見
れ
ば
.
薬
師
如
来
の
像
た
り
け
り
。
依
り

て
水
上
薬
師
と
競
す
。
容
能
み
づ
か
ら
背
負
ひ
て
蹄
り
、
門
内
の
土

械
に
仮
に
安
置
す
る
に
.
御
座
の
下
よ
り
盤
泉
涌
出
で
た
り
。
且
此

霊
水
を
汲
み
て
薬
汁
に
用
ひ
る
た
ら
ぽ
‘
共
功
験
あ
る
べ
し
と
夢
想

の
告
あ
り
。
依
り
て
諸
人
告
の
如
〈
袈
汗
に
用
ふ
る
に
、
共
功
験
あ

り
云
々
と
。
又
奮
停
に
一
式
ふ
。
此
の
楽
師
を
信
仰
す
る
人
は
必
宇
火

難
を
菟
る
a
A

と
て
、
信
仰
の
人
多
く
、
鍵
験
を
譲
れ
る
者
多
し
と
い

へ
り
・
。
且
従
前
は
門
内
な
る
土
識
の
内
に
安
置
し
、
御
座
の
下
に
露

泉
あ
り
し
か
ど
、
右
土
械
を
破
壊
せ
し
に
依
り
て
、
今
は
伎
に
本
堂

脇
に
安
置
せ
り
。
按
守
る
に
、
容
能
は
延
賢
二
年
三
月
住
職
と
成
り
、

同
七
年
十
一
月
廿
六
日
疲
す
と
あ
れ
ば
、
楽
師
の
鍵
像
を
迎
へ
た
る

も
共
の
時
代
の
頃
た
る
ぺ
し
。

。
小
金
之
墳
基

法
然
寺
境
内
の
卵
塔
場
に
あ
り
。
奮
停
に
云
ふ
。
昔
此
の
地
漣
法
鴎

河
原
と
て
、
犀
川
の
河
原
た
り
し
頃
、
此
の
所
に
於
て
男
女
情
死
す
。

と
き
ん
は
共
の
頃
の
娼
放
た
り
し
が
‘
男
女
共
に
白
接
束
に
て
水
歪

を
た
し
、
い
さ
ま
し
き
体
に
て
情
死
す
と
。
則
ち
共
の
ク
所
に
男
女

合
葬
せ
し
墳
墓
是
危
り
と
去
ひ
停
へ
た
り
。
共
の
年
月
等
は
僻
承
せ

る
。
姓
は
ち
ね
と
た
ん
い
ひ
け
る
。
二
人
の
男
同
じ
訟
も
ひ
に
よ
ば

ひ
け
る
を
、
を
ん
な
訟
も
ひ
わ
づ
ら
ひ
、

す
み
わ
ぴ
自
我
が
身
た
げ
て
ん
津
の
園
の

生
岡
の
川
は
名
の
み
な
り
け
り

と
よ
み
て
、
此
い
く
た
川
に
臨
ん
で
死
に
た
り
。
の
L
し
る
ほ
ど
に
、

と
の
よ
ぽ
ふ
男
ふ
た
り
。
や
が
て
た
念
じ
所
に
治
ち
い
り
ね
。
ひ
と

り
は
足
を
と
ら
へ
、
今
ひ
と
り
は
手
を
と
ら
へ
て
死
に
け
り
。
さ
れ

ば
女
の
基
を
た
か
に
て
、
左
右
に
も
仏
ん
男
の
塚
ど
も
今
も
あ
怠
る
。

か
の
壌
の
名
を
ぽ
を
と
め
づ
か
と
ぞ
い
ひ
け
る
と
あ
り
。
玉
葉
集

に
、
生
闘
の
海
に
身
た
げ
L

る
女
の
、
け
さ
う
人
の
二
人
な
が
ら
治

た
じ
く
し
づ
み
た
る
事
を
、
人
々
一
献
に
よ
み
け
る
と
見
b
、
太
平
記

八
巻
に
、
搬
津
園
摩
耶
械
の
甫
麓
求
塚
と
あ
る
古
墳
是
た
り
と
聞

ゆ
。
此
は
情
死
人
の
考
設
に
引
く
の
み
。

。

松

本

町

法
然
寺
の
前
通
た
る
竪
町
を
呼
べ
り
。
山
伏
賓
高
寺
の
由
緒
書
陀
云

ふ
。
享
保
年
中
ま
で
は
法
然
寺
の
近
漣
ま
で
法
嶋
河
原
と
稀
し
‘
享

保
十
年
の
頃
よ
り
右
河
原
初
め
て
新
地
子
地
と
成
り
、
遁
々
町
家
相

建
ち
、
町
並
出
来
す
。
と
あ
り
。
按
・
守
る
に
、
是
此
の
町
地
の
濫
飽

二
七




